第３回全国手をつなぐ育成会連合会　全国大会神奈川大会　大会報告

７月３日（土）と４日（日）で全国手をつなぐ育成会連合会の全国大会が神奈川県横浜で行われました。
初日は第４分科会に参加しました。テーマは、「成年後の人生を自立的に暮らす～制度を利用する際の意思決定支援のあり方～」でした。
基調講演とシンポジウムで、「意思決定（自己決定）」という大きなテーマでした。「意思決定（自己決定）」という考え方は、欧米においては、意思の確認なしに施設入所を余儀なくされてきた知的障がい者に対し、意思に基づく地域生活への支援から生まれたもので、脱施設と深い関係がある。脱施設という意識を持って、地域で生活できる状況を今後作っていくことと大きく関係しているという思いで、北欧やカナダでの取り組みを日本と比較しながらの提起となった。本人の意思を尊重し、施設から地域で生活する取り組みは、今後の在り方として納得できるものではありました。ただ、福祉のとらえ方や障がい者理解・地域生活支援等、日本と福祉先進国との大きな隔たりを感じました
基調提案がとても辛口だったので、フロアの保護者から「私の子どもはてんかん発作があり、小学入学前に施設に入所して、長い期間が経ちました。入所させた親は、ダメな親ですか？」という率直な発言がありました。出来るならば地域で共に生活したいと言う思いと現実に挟まれ、何とも言えない複雑な思いを感じられた保護者も多かったようです。
最後に「私たちは子どもが小さい時からどれだけ本人の思いを受け止めて来たか？これから本人の思いを如何に大切にしていくか？小さい時から意思決定の意識を育んでいくが必要だと思っています。」という発言があり、大きな拍手で分科会が終わりました。教育に関わって来た者として「自分の意思を相手に伝えると言う大切な力」を今後どのように育んで行けばよいのか…大切な課題をもらった思いです。
　二日目は全体会で、主催者あいさつや来賓あいさつ表彰等があり、大会宣言や本人大会決議宣言採択で前半を終えました。本人大会決議宣言は、５項目の宣言が採択されました。

１．自分たちのことは、自分たちで考えて作っていこう。
２．親は、私たち抜きに自分たちのことを決めないでほしい。
３．社会は、障がいが重くても軽くても、同じ人間として見てほしい。
４．みんなに障害者権利条約や障害者差別解消法について、分かりやすく伝えていこう。
５．私たちは、仲間とし協力していこう。

そして、最後は有森裕子さんの講演で終わりました。自分の幼い時からの経験を踏まえ、人との出会いが自分を変えた話をされました。
　そして、「障がい者と健常者で違っているものは一つです。それは障がいでの不便さ等ではありません。」「違いは、経験・機会（チャンス）の違いです。」「健常者には当たり前のように与えられている、経験・体験する機会（チャンス）が、大きく制限されている。その為に障がいのある方々は、自分の持っている能力を十分に発揮できない。」と熱を込めて話されました。
